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は、いつも私たちに寄り添い、時には、私たちの背中を押して

くださいました。そんな皆さんの優しさがあったからこそ、中

てくださった先生方、家族のおかげだと感じています。

技術も向上させることができました。そして、一つの目標に向

かって、全力で取り組むことに楽しさや、厳しさを知ることが を実現するためには頑張るしかないと、休み時間も勉強す

と不安を抱えた私たちに、競技の基礎から一つ一つ、わかりや

すく教えてくださいました。そのおかげで、不安はなくなり、

与えてくださったこともありま

した。負けて落ち込んでいると

した。私たちは、受験を通して、甘さは通用しない、自分

で頑張るしかない、ということを学びました。

私たちが成長できたのは、ともに励まし合い、語り合っ

きも、笑顔で励ましてくださっ

頑張らなければ」と、励む

ことができました。

進路に向け、真剣に勉強

と向き合うには、時間がか

かりました。「まだいいだ

ろう」という甘い考えだっ

たこともありました。仲間と力を合わせて勝利を目指す姿

は私たちの目標であり、憧れでした。

た。最高学年となり、部活動や行事、委員会活動などをま

後の一年は、KEEP LEARNINNG and GO TO HIGHと

いう学年目標を掲げて、私たちは今日まで過ごしてきまし

張する私たちに、「だいじょう

ぶだよ。」と声をかけて勇気を

オンライン夢講演

３月９日（水）アメリカ・テキ

サスＡ&Ｍ大学の真下朋之さんと

オンラインで交流をしました。真

下さんは旧岡田中学校のご卒業で

２７日 水 ノー部活デイ １５：５５下校

２８日 木 振替休業日

ように夢が膨らみます。したいことがあったら、思い切って行

動してみたい。

少しずつ将来を決めればいいんだ、と思えた。

〇真下さんが、同じ岡田中の出身だと知って、誇らしいです。

４月の予定

４日 月 離任式（通常8：30登校） ＰＴＡ本部会

始業式 給食あり14：45下校

一斉クラブ会 ＰＴＡ企画委員会

６日 水

水

が広がることを、リンゴを例えにお話しされました。

火

８日

木 １年生部活体験・仮入部 ～18日まで

ＰＴＡ本部会

３年全国学力テスト（国数理）

研究会のため給食なし 12：25下校

１９日

２０日 水

１２日

【生徒らの感想】

〇自分の得意なことを伸ばしていこうと思った。リンゴの話の

す。今の加佐中学校や舞鶴・加佐を写真で紹介し、真下さん

からは、取り組んでおられる研究のことや、なぜアメリカに

渡ることになったのか、当時の苦悩を交えてお聞きしました。

自分の進路を決める時、選択肢を多く持っている方が可能性

「何年たっても今日の話が心に残っている。」そんな機会で

あってほしいと願っています。

〇すべて今のうちに決める必要はなくって、人と話したりして

〇アメリカの大学の大きさ、州の大きさに驚いた。加佐とは景

着任式（部活便８：５０登校）

校区研究会のため14：45下校（調整中）

１３日

火

小学校始業式 ※通常登校便で部活動

１１日

金

月

入学式 12：00下校

避難訓練・対面式 給食開始 ノー部活デイ

１４日

木 家庭訪問 ～２６日まで

２４日 日 参観日・ＰＴＡ総会 給食なし１２：２５下校

２１日

待と不安で胸をいっぱいにして

中学校に入学してから、皆さん

できました。試合の前には、緊

たのだと思います。少しずつ勉強に向かう人はいましたが、

クラス全体の雰囲気にはなかなかなりませんでした。

先生からは、「高校は自動ドアではない」と何回も言われ

る人が増え、進路決定にむけての雰囲気が高まっていきま

ました。突きつけられるテストの結果を前に、希望の進路

とめていく立場になりました。先輩としての意識は芽生え

たものの、うまく指導することもできず、苦労しました。

一生懸命ついてきてくれる下級生の姿に「私たちがもっと

学校という新しい環境に、私たちはすぐに慣れることができた

部活動では、三年生が

引退されてからは、急い

で部活に行く人が増え始

め、部活動を通して先輩

としての意識が芽生え始

色が全然違うだろうから、行ってみたくなった。

【卒業生の「答辞」】一部抜粋

たクラスの仲間、そしていつも私たちを心配し成長を支え

卒業証書授与式

のだと思います。

私たちが皆さんと深くかかわっ

たのは部活動でした。練習につい

ていけるだろうか。自分はみんな

とうまくやっていけるのだろうか、

【在校生の「送辞」】一部抜粋

私たちも三年生の皆さんとの

数々の思い出が、はっきりとよ

みがえってきます。私たちが期

めました。中学校生活最

〇できないことに悩むのではなく、できることを着々とやる。

〇やる前から自分で「無理！」と決めつけていた。挑戦したい。


